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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・平成28年度　医療福祉学会を以下の日程で開催する。開催に際して、各領域から演題を募集。
開催日は11/3（木）、締め切りは9/15（木）までとなっている。
提出先：教育委員会→平成28年度→医療福祉学会→抄録→各領域
・すこやか祭りについて
日時：8/6（土）　11:00～15:00　場所：ふれあい広場（旧青南病院職員駐車場）
・平成28年度　青仁会ふれあい秋祭りを以下の日程で開催する。
　日時：9/24（土）　10：00～16：00　場所：青南病院メンタルケア病棟と南山苑前

＜青明舎利用者様情報＞
・根地戸　恵　様～7/26（火）10：40頃来所し、「中に入っていい？」とスタッフへ声を掛けている。用事の後に近くまで来た為母様と来所している。「青明舎に行きたい。家に居るとお父さんに怒られる。青山に行きたい」と話している為、担当医に自分の考えを伝えてみるよう促している。

・高柳　和子　様～7/28（木）訪問時、体調について尋ねると「ぼーっとする。時々ふらふらする」と話し、その日の体調については朝腹痛があったが治ったとのこと。障害者施設の事件をニュースで見て「怖いなぁ」とスタッフへ話している。8/1午前中入電あり、「弟の紹介してくれた火災保険を契約した」と伝えている。保険の種類や内容等詳細は不明だが、契約したことをおばに伝えると就労していないことや金銭面を理由とし解約を勧められている。自身としては解約したくないと考えている。

・我満　奈津紀様～7/30（土）訪問時、前日に娘様（望様）を迎えに行った際、徒歩中に具合が悪くなり帰宅してから嘔吐したと話している。仕事や娘様について考えストレスが溜まり、就寝するまで泣いたり、物を投げたりしてしまったとのこと。生活に関し、処方された漢方薬はカリウム不足になるのを防ぐ為、足がつりそうな時のみ服薬すると決めている。また、室内は座る場所が確保できるが散乱した状態である。金銭面については以前貯蓄が6万円程あると話していたが、携帯電話会社への支払いでほぼ使用したとのこと。娘様について「あと2、3年で生活リズムを整えて北海道の調理専門学校へ行ってほしい」と考えている。また、生活訓練施設に通ってほしいと希望しているが、娘様は青山荘の利用は考えていない。それに対しスタッフへ「他に施設あるかな？」と質問している。

・我満　望　　様～8/2より夏休みとなる。三社大祭へ高校の友達と行くと話している。

＜グループホーム利用者様情報＞
・番沢　政勝　様～右膝の痛みは継続している。くるぶしに熱感はないが、腫脹を確認している。よこまちストアへ買い物に行った際、右足が痛くなり片足で跳ねるように移動したこともあると話している。専門医の受診を勧めるが金銭面を理由に断っている。デイケアで過ごす際も、右足に負担がかからないよう無理をしないように助言している。今後も世話人より専門医の受診を勧めていく。

・田中　一　　様～就職について関心が高まっている様子。「一般就労して10万とか働くと障害の等級が落ちるって本当ですか？」と質問している。職業や業務内容にも細かな拘りがある。問診時に気持ちの高ぶりを指摘されている。
＜利用者様情報＞
デイケア
・田名部　浩平様～問診後、食事を注文しているが外食しようとしている。スタッフへ伝えず行動しようとすることもある為、振り返りを行っていく予定。グループホームでは間食の摂取カロリーが定められているが、ジュースを多量に摂取している様子もある為、摂取カロリーについて確認を行なっていく。
・大久保　恒夫様～火曜日に来所する日が増えている。継続して利用できるよう関わっていく。
・大久保　律子様～火曜日に来所する日が増えている。継続して利用できるよう関わっていく。
デイナイトケア
・中村　茂　　様～雨漏りの相談がある。グループホーム入所時から雨漏りがあった様子。スタッフが室内を確認すると天井と壁に縦方向に伸びるシミが確認される。規模が大きい為、断熱材のようなシートで壁を覆い対処していく。
ナイトケア
・中居　美津子様～医療費の支払いは滞りのない状態となっている。以前、整形外科で電　　　　　　

気治療をしている部位について膝関節と伝えていたが、現在は股関節と説明している。また特定の利用者をストーカーだと思っている様子が見受けられる。

＜外来情報＞
・田中　一　　様～睡眠不足が継続している。夜間読書をしてしまうとのこと。体調については中の下と話している。

カンファレンスシート（繁名　和恵様）　
実施日：H28年8月1日（月）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：慶長・藤田

検討内容　目標・計画の再評価

	氏名
	繁名　和恵
	性別
	女
	年齢
	52
	生年月日
	S39年1月1日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	慢性腎炎

	治療方針（医師の指示）
	基本的生活習慣の修得　対人関係技能の向上

作業遂行能力の維持・向上　病識を身につける　社会資源の利用

	本人希望
	現在の生活を維持する

	家族希望
	現在の生活を維持する

	入院歴
	計5回（最終：平成17年9月～平成18年4月）

	通所歴
	1回目

今回：平成19年4月2日～現在　　（週5回/月～金曜日）

	その他サービス利用
	訪問看護：隔週木曜日

	住居：グループホームあおぞら
	家族構成：両親ともに他界。市内に住んでいる二姉（君枝様）が保護者である。三姉も同じく統合失調症を患い入退院を繰り返している。
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	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳2級
	障害基礎年金2級
	生活保護受給中


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	再発せず、地域生活を続ける。
	①疾病管理が行える。
	①不調を感じた際に自己対処が出来る。
	①-1　不調の原因や兆しを把握し、不調の予防と対処が行えるようになる。（不調を感じた際は、まず相談・適切な服薬を行う）休養時には時間を決めて休むようにし、可能な限りプログラムに参加するよう促す。

	
	
	
	①-2　水分を摂りすぎて体調を崩さないようにする。（多飲水を防ぐ方法をメモなどで渡し、自分で対処できるように促していく。）

	
	②規則正しい生活を送る。
	②デイケアを休まず利用し、安定した生活リズムを保つ。
	②些細な不調を理由にデイケアを欠席しないようにする。来所可能な場合には来所する。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①不調を感じた際に自己対処が出来る。
	・不調の際には、自分から休養するか、スタッフに相談し調子を伝えた上で頓服薬を服用する等の対処が出来ている。
・不調の訴えはほぼ毎日のように聞かれており、幻聴や妄想的発言も聞かれている。スタッフが傾聴する事や静養室を利用する事で落ち着く事もある。静養室利用後は元気になることもあれば、不調状態を引きずることもある。
・口渇があり、水分摂取量が多い。一気飲みをする事もあるが、自ら水分摂取に関して制限しようとする発言も聞かれている。

・夕食を食べ始める時間が16:30～17:00頃で夜間空腹となり、間食を摂ってしまうことがあり、翌朝胃の不快感を訴えることもある。

・体重は5･6月：64kg、7月:67.8kgと一気に3kg以上増加している。
	不調時には、自分で対処することは出来ている。しかし、不安がある際には幻聴が強まる傾向にあり、デイケアを欠席することがあるため、本人の訴えを傾聴し、バイタル測定を促すことや、本人の訴えを傾聴し、共に対処法を考えていく必要がある。

最近1ヶ月著しい体重増加があり、原因としては、水分量の増加、夜食の摂り過ぎ等が考えられる。その為、来所時には体重を3回計測し、日内変動を見る必要がある。

	②デイケアを休まず利用し、安定した生活リズムを保つ。
	・不調で欠席したいとの連絡は多いが、スタッフに促されて来所することがある。以前よりは利用出来ていると話している。
・私用を理由に欠席することもあるが、デイケア終了後やデイケアを利用しない休日に用事を済ませるよう、行動時間のアドバイスや促しをすることで通所出来ている。
・早めの帰宅要求や不調で欠席したいと連絡がある時は、まずは可能な限り来所するように促すと来所することもある。訴える際には、スタッフによって訴え方を変えているような様子もある。

・利用状況は4月：21日中12日利用（57％）5月：21日中14日利用(67％)、6月：20日中17日利用(85％)。以前に比べて、祝日の利用が増えてきている。
	不調を理由に欠席したいとの連絡が多いため、グループホームで何もせず過ごすよりも、デイケアで体調確認を行うことや、対処法をアドバイス出来ること等、本人が理解できる表現でアドバイスを行っていく必要がある。利用率が徐々にアップしており、更に本人のモチベーションが向上されるよう、利用日についての話し合いを行っていく。また、編み物など本人が興味のある作業を集中して行うことで、幻聴に左右された時間を減少できることも説明していき、本人がデイケアに来所する意義を見出せるよう関わっていく必要がある。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	再発せず、地域生活を続ける。
	①疾病管理が行える。
	①不調を感じた際に自己対処が出来る。
	①-1　不調の原因や兆しを把握し、不調の予防と対処が行えるようになる。（不調を感じた際は、まず相談・適切な服薬を行う）休養時には時間を決めて休むようにし、可能な限りプログラムに参加するよう促す。

	
	
	
	①-2　水分を摂り過ぎや、夜食を摂ることで体調を崩さないようにする。また、来所時には体重測定を3回行い、体重変化について水分や夜食の摂取状況を振り返り、原因や対処方法を一緒に考え、実践していく。

	
	②規則正しい生活を送る。
	②デイケアを休まず利用し、安定した生活リズムを保つ。
	②些細な不調を理由にデイケアを欠席しないようにする。来所可能な場合には来所する。また、利用回数や休日を検討し、利用率100％を目指す。


